
 

村岡新駅周辺地区まちづくり検討会議の目的及び検討の流れ 

1 検討会議の目的 

村岡新駅設置を契機とした新たな都市拠点（「村岡新駅周辺地区」という。）を形成するにおいて、

本地区及び本市に係る多様な立場から、本市における本地区のまちづくりの役割や意義、その役割を

実現するためのまちづくりコンセプトの深度化や具体的な都市像、並びに実現化に向けた取組等に

係る検討を行うことを目的に、「村岡新駅周辺地区まちづくり検討会議」を設置します。 

 

 

 

 

２ 検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

これまでの検討経過や社会背景等も踏まえてまちづくりの役割や意義を捉え、コン

セプトの深度化や都市像・実現化方法等の具体的アイデアを出し合います 

【コンセプトの深度化・都市像の具体的な方向性の検討】   
 広域的・中域的・地域的視点から与件・ポイント・課題を整理 

 具体的な都市像の方向性検討 

＜第１回＞令和元年 10月 16日（水） 

【街での都市活動を想定した具体的な都市空間のあり方検討】   
 街での過ごし方・街の使い方（類似・先進事例等も参照） 

 具体的な都市空間のあり方 

＜第２回＞令和元年 12月中旬頃（予定） 

【コンセプトや都市像の実現化に向けた検討】   
 官（行政）や民（住民・市民・事業者等）の役割 

 まちづくりの事業前・中・後の取組 

 全市的な役割・効果の確認 

＜第３回＞令和 2年 3月初旬頃（予定） 

【街のイメージと実現化スキームを具体化】 


